
図面情報管理システムによるCADからClMへの発展

ど塑蔽7　一　一　　　一　　『｝　一　H　一一一一｝一
］己

］
］
］
］
］
］
ー
］
／
－
－

図面情報管理システムによるCADからCl

Development　os　system　from

lnformation　Control　System

Mへの発展

CAD　to　CIM　through　Drawing

池山昭夫＊
Akio　lkeyama

I
T
I
I
十
I
I
⊥
／
ー
ー
「
I
I
十
1
↓
1
1
⊥
／

JrF＿＿＿．＿一→Hト→一トー…⊂「－Fr－一ト「一一一ト→一一←一一トー一ト→一一トr一一一FrFr－一一一一巴一Fr－Htも

　　　　　　　　　　　　要　　　　旨

　　各企業『にCADが導入されてから久しい、　CA

Dは作図作業の牛産’1才向ヒ，図面の両品質化では

一応の成果をヒけ’た、、しかし，CIM化が叫ばれ

る今日CADは単なる作図の省力化機械に1Lまっ

てはならす，統合生産システムCIMの中でより

亜要な役割を担っていかなくてはならない．その

ためには，CADの作図機能のみに注目するので

はなく，CADが作り出す“データ’tにこそ注日

を1「］Jけ，それらを広く社内外に流通させ，また技

術資産として再利用することを考える必．要がある．

　ここで示す［．図面↑1計「報管理システム」は，CAD

データの保管．検索．ステータス管理を総合的に行

なうシステムで，CADをCIMへ発展させるの

に1∬要なシヌ、テムである／t最近では，コンピュー

タメーカーをはじめ各社共この点に気付きはじめ，

様々なデータ管理システムを開発しつつある

　本愉文では，図面情報倍：理システムの代表的な

ものを例示し，その有効性，および実現のための

課1題を1諭じる、

Abstract

It　is　a　long　time　since　companies　started　introduc－

ing　CAD　systems．　Meanwhile，　the　systems　have

proved　to　be　instrumental　in　achieving　efficient　draw－

ing　job　and　high　drawing　quality．　However，　now　that

realization　of　the　CIM　system，　the　total　production

system，　is　a　widely　recognized　need，　the　CAD　sys－

tem　should　be　more　than　a　mere　labor　saving　system

to　play　more　important　role　in　the　CIM　system．

Therefore，　we　have　to　turn　our　attention　from　con－

centrating　on　the　drawing　functions　of　the　CAD　sys－

tem，　to　the　data　the　system　produces　and　promote

wide　circulation　of　such　data　out　side　as　well　as　in－

side　the　company，　utilizing　them　as　technical　assets．

The　drawing　information　control　system　described

here　is　a　system　that　executes　comprehensively　the

storage，　access，　and　status　control　of　data，　and　plays

akey　role　in　developing　the　CAD　systems　into　the

CIM　systems．　Recently，　computer　manufacturers　and

other　companies　have　realized　this　fact　and　are　de－

veloping　various　data　control　systems．　This　paper

gives　some　typical　examples　ofthe　drawing　informa－

tion　control　systems　and　discusses　their　effectiveness

and　problems　to　be　solved　for　realization　of　perfect

systems．

は　じ　め　に

今日，裂造業の情報システムは，CIM〔コン

＊　技術本hll技加’‘じη．1・1’

ピコー一タ統合生産1の名のドに再構築をjlllられて

いる　CIMとは、従来の生産管別！システム、販

売管理システムとい”」た個別業’務毎の省戊」化，効

率化を狙いとしたシステムの杜組を超え，技術，

生μ圭，　Hf〈　・7己、　フiス：∫里といった企業㍉「｝堕力全用芝にわたる
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統合的な情報システムの概念である。

　その例としては，つぎの三つが挙げられる。

　①商品の企画から生産開始までの開発リード

　　タイムを大幅に短縮するシステム（技術一生

　　産の統合／．

　②日々の市場要求に応じ，刻々と生産品種，

　　数↓：を変化させるシステム（販売一生産の統

　　合）．t

　③顧客の要求する製品仕様を即刻、設計に反

　　映させるシステム（技術一販売の統合）。

　・ノ∫，技術部門（含，生産技術）でもっとも代

表的なコンピュータ利用システムであるCADシ

ステムをみると．こうした他システムとの統合状

況は，きわめて悪いことに気づく，たとえば，生

目i管理システムの端末でCADの図画データを見

るとか，CADシステムーヒで部品表を同時に作成

するといったことは，理状のCADシステムでは

かなりむずかしく，一部に実現している例がある

ものの，まだまだこれからの課題である。

　現在のCADシステムは，「情報システム」とい

うよりむしろ作図「機械」であり，導入部門にと

ってCADを導入することは機械化であって，シ

ステム化ではなかった。しかし，今日CIM化が

進展する中でCADは単なる作図機械に留まって

はならず，設計開発プロセスの情報システムへと

進化させていかなければならない。また近年，設

計開発期問を）〈IPklに短縮させる方法として，開発

プロセスの同時並行作業（サイマルテニアス・エ

ンジニアリング）が唱えられている。これは，従

来順次に行なわれていた各工程を前倒しし，並行

作業することにより期間短縮を図ろうとするもの

である。当然，各一11程を流れる図面恒報は，きめ

細かに管理されなければならず，この点からも現

在のCADがぜなる作図装苦から情報システムへ

と進化することが、必要となってくる。

　本稿では，CADをCIMのサブシステムとし

て再構築するために重要な「図面情報管理システ

ム」を例示して，その有効性，および実現のため

の課題を解説する。

1．現状CADのもつ課題

　作図作業の機械化として導入されたCADシス

テムは，当然ながら作図機能中心に作られており，

分類機能，検索機能，セキュリティ機能といった

データ管理機能は，弱い。一方，CADが普及し

た今日，いずれの企業においても日々生成される

CADデータは膨大な量となっており，このCA

Dデータを有効に活用できるか否かが，CAD導

入の成否を決める時代になってきている。

　以下，現状のCADシステムが，統合．生産シス

テムCIMの中で重要な役割を果たすために解決

しなければならない課題を，特にデータ管理の側

面に焦点を当て述べる（図1参照）。

　〈課題①＞CADデータが公式化されていない

　CAD化率100％を誇る企業でも．設計から出さ

れる正式な図面情報はデータではなく，紙図面と

しているケースが多い。これでは，CAD化の効

果は設計部門の作図作業だけに限定されてしまい，

電子データ故に可能なリードタイム・ゼロでの伝

達，あるいは後工程のCADシステムでデータを

そのまま再利用するといった複合的な効果は，出

せなくなってしまう。また，紙図面が正式である

ため，緊急に’錐計変更が生じた際，紙図面だけを

手修正で直してしまい，CADデータはそのまま

メンテされず，放置されるといった事態が生じや

すくなる（たとえば，形状は変わらず寸法だけが

変更になったような場合）。すると，CADデータ

ベース．ヒのデータは，設計の最終案とは異なった

ものとなり，徐々に信頼できなくなっていく。そ

の結果，後工程側でそのデータは参照，流用でき

ないものとなる。さらに，設計者自身もそれ以降

の作業は，CADからドラフタ作業に舞い戻って

しまう（図2参照）tt
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図1　現状CADのもつ課題

CADデータがIE式
化されていない。

CADデータの信頼
性が低い

　　　　　　　　↓

・流通は紙図面であり．ペーパー・リードタ

イムが存在する。

・ 後工程，ほかの設計者が安心してデータを
使えない。

・ ☆計変更時ドラフタ作業に戻ってしまう。

↓

データ管理の制度，システムを作り

データの信頼性を高める。

CADデータが
個人の持ち物

データ検索機能

が不備

＼ ／
・流用，参照しようとしてもデータが探
　し出せない。

・DISKスペースがむだづかいされている。

CADデータすべてに索引を付け検索，

流用できるようにする。

CADと部品表は
結付いていない

指示書類はポンチ絵が

あり，システム化以前

・設計では，図面情報，部品表情報，指示書
情報を同時に作りたいが，できない。

・後工程では，図面情報，部品表情報，指示
書情報を同時に受取りたいが，できない。

図面情報，部品表情報，指示書情報が
Jl：いにリンクしており、作成、伝達が

同時にできる仕組を作る。

図2　課題① 図3　課題② 図4　課題③
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　〈課題②〉データ検索機能が不備

　他人が作成したCADデータを流用，参照する

ため入手しようとしても，現在のCADシステム

では，その手掛りは図面庫名称一覧，あるいは図

面庫内の図面名称一覧ぐらいしかない。図面のも

つ様々な属性情報を使っての色々な検索はできな

い。これは，ちょうど目次はあるが，巻末索引の

ない本のようなもので，そのデータを他人が2度，

3度と再利用するためには，まことに不便きわま

りない。現在のCADデータは，期待されている

ほどは再利用されていず，個人データの集積にす

ぎない状況のところが多い。結果として，膨大な

ディスク・スペースがむだ使いされている（図3

参照），、

　〈課題③〉部品表情報，指示書情報とリンクし

　　　　　　ていない。

　実務上，図面情報は，部品表情報，設計変更通

知書などの指示書類と同期して後工程へ渡す必要

があるが，現状のCADシステムは部品表システ

ムと結付いてはいない。また，ポンチ絵などが挿

入される指示書類は，システム化以前のところが

多い。

　ところで，これらの情報は，設計者の側からみ

ても，いずれも設計結果を後工程へ伝えるための

後処理作業として作る情報であり，できることな

らば同一システムを使って，同時に作成できるの

が望ましい。

2．図面情報管理システム

　上記課題を解決し，CADをCIMの主要な情

報システムへ発展させるために，CADシステム

システムの外側に図面情報を総合的に管理システ

ムを作ることが考えられる。CIM化が叫ばれる

よっになって以降，各社ともこうしたシステムを

構築する例が増えてきた。それらは各社各様で，

中には上記の課題解決のみでなく，積極的にED

B（エンジニアリング・データベース）への発展

までを目指しは意欲的なものもある。

　しかし，その狙いは，おおよそつぎの2点に集

約される。

①図面情報を早く，正確に必要部署へ伝送す

　　る。

②図面情報を重要な“技術資産”として蓄積，

　　活用できるようにする。

　（1）図面情報管理システム

　図面情報管理システムの概念を図5に示し，業

務の流れに沿って解説する。

①CADで設計作業を行なう。

②設計完了後CADデータを正式図として

　　データベースに登録する。

③登録と同時に管理台帳上に管理データが作

　　成される。管理データは，CADデータより

　　抽出される項目，部品表から抽出される項目，

　　管理端末よりキーインされる項目の3種類あ

　　る。

④管理端末の指示により図面データが配布さ

　　れる。CADデータが通信回線経由で渡せな

　　い部署へは，M／T出力，あるいはプロッタ出

　　力させ、郵送する。こうした処理はすべて台

　　帳へ記録され，様々な管理オペレーションで

　　利用される。

⑤当システムヘアクセスできるすべての部門

　　から，台帳上の各種情報を検索し，利用する

　　ことができる。

⑥検索後，ただちに該当のCADデータを端

　　末に映し出すことができる。

⑦映し出し確認後そのデータを自分のワー

　　クファイル上にコピーすることができる。た

　　だし，そのデータのステータス，およびセキ

　　ュリティ・レベルが許される状態になってい

　　なければならない。コピーした旨も台帳記録

　　される。

⑧コピーしたCADデータを使い，　CAD／

一 14一
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設計部門 図面管理部門 生産部門／取引先

「一一一部品表システム

①。計　1◎・．チ絵
雛講璽成　　　Q］

②設計完r

⑨設計変更戻し

⑫設変完r

⑧生産準備
　（CAD／CAM）

　　　⑬通知書

　　　受取

　　　　　　　　　　　　　　　　CADデータ出図
iE式化つ旦⑦・ピー
CADデータ　　　④配布

　　　　☆Q烏今♀冨
タソロ

ぱ

フ

川

図5　図面情報管理システムの例

　　CAMシステム上で生産準備作業を行なう。

　⑨設計変更が生じたら，当システムに要求し，

　　正式データベースより自分のワークファイル

　　へ，当該データを移す。

　⑩CAD上で設計変更作業を行なう。

　⑪設計変更通知書の作成を行なう。ポンチ絵

　　などは，イメージスキャナから読込ませ，通

　　知書に嵌込む。

　⑫変更後のCADデータをCADデータベ＿

　　スへ，通知書をイメージ・データベースへ伝

　　送する。

　⑬管理端末の指示により，変更後の図面デー

　　タ，および通知書が配布される。

　なお，このシステムでは，データ管理機能，お

よび図面データベース，イメージ・データベース

は・ホストコンピュータ上にあり，また，CAD

端末が当システムの端末にもなっている。しかし，

これはあくまでも一例であり，ハードウェア構成，

ソフトウェア構成は様々なものが考えうる。

　（2）図面データ管理台張

　図面データ管理台張として必要と思われるデー

タ項目を表1に示す。この表をみると，これらデ

ー タ項目のうちかなりのものは，部品表上に記載

されている可能性がある。図5では，図面情報管

理システムを部品表システムからも，CADシス

テムからも独立したシステムとして描いているが，

図面管理情報をなんら特別なものと考えることな

く，単に部品表を構成する属性情報の一つにすぎ

ないとみなせば，当システムは部品表システムの

中で，あるいは現在の部品表の拡張版の中で，そ

の機能を果たすことができる（図6参照）。

　（3）当システム構築時の注意事項

　図2に示したシステムの補足説明として，当シ

ステム構築にあたっての注意事項を述べる。

　（i）手書き図面の扱い

　作図作業を100％CAD化している企業は，未だ

少ない。ほとんどの企業’では，なんらかの理由に
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表1　管理台張のデータ項目の例

Nα データ項目 卜 データ項目

1 図面名称
18
図面サイズ

2 図面番号
1・
管理ステータス

3 作成者 10 セキュリティ基準

4 承認者 11 関連図面N

5 作成H 12 更新履歴N

6 作成部署 13 配布先N

7 図面分類コード 14 属性N

部品表データベース

より手書き図面が残っている。また，CAD化以

前に作成された膨大な量の手書き図面も存在する。

これら手書き図面は，現在でも十分技術的な価置

があり，図面データとして当システムに取込む必

要がある。この場合，流用設計の目的に使うなら

ば，当然CADデータとして取込まなければなら

ないが，参考図として利用されるだけならば，入

力の手間を考慮して，イメージデータとして取込

むのがよい。ただし，現在のイメージデータに関

する技術は，光ファイリング・システムを転用す

る場合でも，ホスト系のイメージ処理技術を使う

場合でも，技術的に未だ発展段階にあり，標準化

の動向も定まっていない部分があるので，注意を

要する。

　㈲　当システムで管理する図面の範囲

　今までの説明では，管理対象図面として，暗黙

のうちに設計で作る製品図，部品図を想定してい

た。しかし，このほかに図面としては，設計部門

内で使われる計画図，検討図，あるいは生産側で

作られる工程図，工作図，型図などがある。これ

ら図面は，製品図などに比べ保管管理が部門任せ

のところがあり，当システムで全社的に一元管理

しようとすると，採番，バージョン管理など新た

な課題が発生する。しかし，これらの図面が当シ

ステムでうまく管理できるようになると，たとえ

ば工程図が設計側の端末でいつでも見られるとか，

計画図の一部が生産側で早い時期に見れるように

なり，サイマルテニアス・エンジニアリングの面

図面No．

1ヌ1而名

サイズ

関連図面

図面アドレス

○

　　口
CADデータ
ベース

図6　部品表に図面管理台張の機能をもたせる場合

でも大きな効果が期待できるようになる。

　㈹　検図とデータ保証

　CADが普及している企業でも，検図作業だけ

は図板に図面を貼って行なっているところが多い、

検図作業は図面全体を広く，くまなくチェックす

る必要があるが，A1以上の大きな図面になると

20インチのCAD画面上には納まりきらず，十分

な検図作業ができない。また，検図を行なう年配

の技術者や管理者の場合，CADの操作経験が乏

しく，ディスプレイ作業を嫌う点も，検図作業が

CAD化できない理由の一つである。

　しかし，CIMにおけるCADデータは，後工

程が安心して使える信頼性の高い正式な図面情報

でなくてはならず，公認化する手続きは必須であ

る。現状でとられている方法は，検図作業そのも

のはプロッタ出力された図面に対して行ない，こ

の検図された図面とCADデータを図面管理部署

で照合し，一致していることを確認後，CADデ

ー タを正式情報にする，といった方法である。

　（iv）システム技術上の課題

　当システムでは，3種類の異なるタイプのデー

タを扱う。CADのベクトルデータ，台張，部品

表のコードデータ，指示書のイメージデータであ

る。これら3タイプのデータは，おのおの別々の

情報処理技術として成立ってきており，これらを

融合したシステムを実用的なレベルで作るのは，

それほど容易なことではない。しかし，最近にな

って，上記3種類のデータを一元管理できる図面
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管理シヌ、テムが，コンピュータ・メーカーからい

くつか発表され始めた。今後，期待しつつ注目し

ていきたい。

　（v）情報通信ネットワークの整備

　当システムは，CADデータ，イメージデータ

を扱うため，大容量の通信網が必要となる。それ

も，従来のCAD／CAM利用部門だけでなく，購

買部門，生産管理部門，工場，取引先といった図

面が配布されるすべての部門に通信網が敷設され

ることが望ましく，大きな投資が必要となる。し

かしCIMでは，この図面情報管理システムだけ

でなく，生産管理系，物流販売系，FA，　OAと

いった各システムは，すべて統合システムとして

通信網で結付けられ，再構築されるので，情報通

信網の整備は，当システムの要件というより，C

IMそのものの要件でもある。

☆ ☆

　本稿は，CADシステムのデータに着目し，そ

のビ理システムを作ることによってCADデータ

が早く正確に必要部署へ送れること，また一度作

られたCADデータが参照，流用できるようにな

り，利用価置が高まることを述べた。

　このほか，近年，図面情報管理システムが必要

となる別の要因が出てきた。それはEWS（エン

ジアリング・ワークステーション）の増加，普及

である。利用部門に広く分散して配置されるEW

S－CADはホスト形CADに比べ，データがよ

り個人の持ち物になりやすい。したがって，各E

WS上のCADデータを統合し，一一元管理する仕

組はホスト形CAD以上に必要’なものとなる。

　過去，情報処理の分野では，「処理中心」のシス

テム設計から「データ中心」システム設計へと移

り変わっていった。CAD／CAMをはじめとし

た技術系システムの分野でも，今後，CIM化が

進展するにつれデータの重要性がますます高まっ

ていくものと思われる。将来的には，EDB（エ

ンジニアリング・データベース）として論じられ

るものの構築を目指すこととなるであろう，、図加

データは，もっとも重要’なエンジニアリング・デ

ー タであり，図面情報管理システムは、それへ向

かっての第一一歩となるシステムであるc、
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